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中澤精次郎先生略歴・著作目録

中
澤
精
次
郎
先
生
略
歴

一
九
二
四
（
大
正
一
三
年
）
一
一
月
一
〇
日

一
九
四
三
年

一
九
四
九
年

一
九
四
九
年

一
九
五
八
年

一
九
六
〇
年

一
九
六
五
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

（
昭
和
一
七
年
）

（
昭
和
二
四
年
）

（
昭
和
二
四
年
）

（
昭
和
三
三
年
）

（
昭
和
三
五
年
）

（
昭
和
四
〇
年
）

（
昭
和
四
八
年
）

（
昭
和
五
〇
年
）

四四四九四四三三
月月月月月月月月

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
四
月

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
三
月
二
六
日

父
中
澤
定
次
郎
、
母
て
つ
の
七
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
、
埼
玉
県
川
越
市
六
軒
町
二
丁
目
九
番

地
三
に
て
出
生

埼
玉
県
立
川
越
中
学
校
（
旧
制
）
卒
業

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
通
信
教
育
課
程
助
手

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

外
務
省
専
門
調
査
員
と
し
て
在
モ
ス
ク
ワ
目
本
大
使
館
に
勤
務
　
一
九
六
七
年
五
月
帰
国

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
に
お
け
る
ソ
連
政
治
社
会
基
礎
共
同
研
究
に
参
加
（
一
九
七

六
年
三
月
ま
で
）

財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
に
お
け
る
外
務
省
情
報
調
査
局
委
託
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
慶
鷹
義
塾
大
学
病
院
に
て
死
去

423



法学研究63巻2号（’90：2）

中
澤
精
次
郎
先
生
著
作
目
録

　
　
著
　
　
書

ソ
連
邦
の
政
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信

　
　
編
　
　
著

ソ
連
外
交
の
交
渉
技
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
連
問
題
研
究
会

　
　
共
編
著

現
代
ソ
連
論
第
二
巻
・
現
代
ソ
連
の
政
治
と
外
交
（
西
村
文
夫
氏
と
共
編
）
　
日
本
国
際
問
題
研
究
所

　
　
翻
　
　
訳

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
カ
ー
著
『
革
命
の
運
命
ー
ロ
シ
ア
革
命
史
論
』
　
　
　
未
来
社

　
　
編
　
　
駅

C
・
E
・
ブ
ラ
ッ
ク
、
T
・
P
・
ソ
ー
ソ
ト
ソ
著
『
共
産
主
義
と
革
命
』

　
　
（
小
島
朋
之
・
広
岡
正
久
・
橋
村
晋
・
松
永
成
太
郎
・
松
井
弘
明
氏
と
共
訳
）
　
慶
懸
通
信

　
　
単
行
書
収
録
論
文

「
ソ
連
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
ー
最
近
の
呂
器
臣
＝
を
中
心
に
ー
」

　
　
藤
原
守
胤
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
』
所
収
　
鹿
島
研
究
所
出
版
会

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
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編
　
　
霧
　
　
　
擁
ザ
縫
襟

　
「
権
力
闘
争
と
政
治
の
革
新
」

　
　
　
『
チ
ェ
ル
ニ
ェ
ー
ン
コ
政
権
下
の
ソ
連
内
政
経
済
の
諸
問
題
』
所
収
　
　
目
本
国
際
問
題
研
究
所

　
「
今
日
の
ソ
ピ
エ
ト
事
情
ー
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
改
革
」

　
　
　
『
欧
米
諸
国
の
政
治
と
国
際
関
係
』
（
区
民
大
学
講
座
テ
キ
ス
ト
）
所
収
　
港
区
教
育
委
員
会

　
　
雑
誌
掲
載
論
文

ロ
シ
ア
史
の
時
代
区
分
に
関
す
る
一
試
案
－
七
世
紀
後
半
よ
り
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
（
一
・
二
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
四
巻
一
一
号
、
二
一
号

ニ
コ
ラ
イ
・
ベ
ス
ト
ゥ
ー
ジ
ェ
フ
に
つ
い
て
（
試
論
）
1
あ
る
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
の
思
想
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
六
巻
一
二
号

一
九
世
紀
初
頭
ロ
シ
ヤ
の
政
治
状
況
ー
ス
ペ
ラ
ソ
ス
キ
ー
憲
法
草
案
を
中
心
と
し
た
試
論
的
考
察
i
（
一
・
二
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
〇
巻
四
号
、
五
号

一
九
一
八
年
ロ
シ
ヤ
憲
法
制
定
会
議
に
関
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
〇
巻
一
〇
号

「
民
族
自
決
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
ー
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
一
断
面
i
（
及
川
恒
忠
先
生
追
悼
論
文
集
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
三
巻
二
号

最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
三
号

ソ
連
の
民
族
政
策
の
一
断
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
報
政
治
学
一
九
六
一

ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
民
族
理
論
の
継
承
に
つ
い
て
　
　
　
法
学
研
究
三
五
巻
一
一
号

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
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最
近
の
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
色
旗
一
八
六
号

最
近
の
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
理
論
1
＞
・
界
浮
き
臭
の
論
文
「
国
家
枯
死
の
弁
証
法
に
つ
い
て
」
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
六
号

ソ
ヴ
ェ
ト
研
究
の
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
産
圏
問
題
一
七
巻
五
号

ソ
連
邦
に
お
け
る
地
方
ソ
ヴ
ェ
ト
の
当
面
し
て
い
る
若
干
の
間
題
　
　
　
　
外
務
省
調
査
月
報
八
巻
六
号

ソ
連
共
産
党
の
党
員
教
育
i
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
大
学
に
つ
い
て

最
近
の
ソ
ヴ
ェ
ト
内
政

ソ
連
外
交
に
お
け
る
党
と
官
僚

地
方
ソ
ビ
エ
ト
の
実
態
に
つ
い
て
（
伊
藤
政
寛
教
授
退
職
記
念
論
文
集
所
収
）

ロ
シ
ア
帝
国
の
遺
産

ソ
連
の
仏
教
徒

ソ
連
共
産
党
、
そ
の
構
成
員
の
民
族
的
組
成

ソ
連
共
産
党
．
そ
の
エ
リ
ー
ト
の
所
属
民
族

モ
ス
ク
ワ
大
学
卒
の
ユ
ダ
ヤ
人

共
産
圏
問
題
一
一
巻
一
一
号

国
際
問
題
九
三
号

国
際
問
題
一
一
九
号

法
学
研
究
四
四
巻
三
号

法
学
研
究
四
五
巻
一
一
号

三
田
評
論
七
二
九
号

法
学
研
究
四
八
巻
七
号

法
学
研
究
四
八
巻
一
〇
号

三
色
旗
三
四
〇
号

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

崩
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）

酬
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）

ソ
連
共
産
党
の
政
治
局
ー
一
九
五
七
年
の
政
治
局
と
一
九
七
七
年
の
政
治
局
の
比
較
研
究
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
一
巻
六
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

ロ
シ
ア
革
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
色
旗
三
六
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

政
治
局
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
連
・
東
欧
学
会
年
報
一
九
八
〇
　
　
　
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
（
遠
峰
四
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集
所
収
）
　
　
　
法
学
研
究
五
四
巻
三
号
　
　
　
　
　
　
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

ブ
レ
ジ
ネ
フ
党
中
央
委
員
会
書
記
長
の
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
兼
任
に
つ
い
て
（
内
山
正
熊
教
授
退
職
記
念
論
文
集
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
六
巻
三
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）
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不
可
解
な
ク
レ
ム
リ
ン
の
内
奥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
評
論
八
四
五
号

ソ
連
に
お
け
る
権
力
闘
争
と
政
治
革
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
連
研
究
創
刊
号

『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』
の
第
十
六
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾
二
三
巻
三
号

憎
。
妻
。
吋
望
歪
器
一
①
”
＆
娼
。
犀
♂
一
s
一
即
亀
。
吋
ヨ
ぎ
亭
①
oQ
。
〈
一
Φ
“
口
鼠
茸
　
き
ざ
～
。
ミ
蓉
N
9
㌧
。
§
誉
一
2
。
．
①

　
　
資
　
　
料

最
近
の
米
国
雑
誌
に
現
わ
れ
た
ソ
連
邦
研
究
に
つ
い
て
（
一
二
一
完
）
　
　
法
学
研
究
二
四
巻
四
号
、
五
号

ソ
連
邦
憲
法
第
一
二
六
条
の
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
七
巻
三
号

　
　
紹
介
と
批
評

内
山
正
熊
『
国
際
政
治
学
序
説
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
六
巻
一
号

Z
●
霊
器
き
o
＜
降
ざ
肉
§
。
。
。
。
ミ
9
＆
導
Q
ミ
婁
き
肺
ぎ
浮
§
ミ
言
。
『
肺
ぎ
韓
ミ
§
ミ
蕊
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
二
七
巻
一
〇
号

き
ぎ
客
国
欝
畦
9
『
ぎ
硫
s
§
o
Q
箋
飾
§
亀
9
ミ
§
§
§
昏
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
一
巻
五
号

ρ
罫
‘
望
3
美
0
9
切
ω
自
。
§
o
o
霊
o
月
①
…
国
8
零
2
臣
図
℃
Φ
8
望
9
葵
＞
o
o
9
器
o
困
臣
笛
O
O
O
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
二
巻
五
号

≧
守
a
U
。
ぎ
ヨ
b
§
き
§
簿
。
§
。
。
識
§
＆
≧
9
ざ
蓉
§
㌣
　
　
　
　
法
学
研
究
三
三
巻
八
号

N
ぴ
一
〇
q
乱
婁
国
●
切
冨
＆
霧
5
｝
『
ぎ
硫
ミ
§
製
8
％
q
§
＆
9
＆
q
§
、
ミ
魯
法
学
研
究
三
三
巻
一
〇
号

閃
o
ぎ
旨
O
。
呂
ま
3
曽
竃
象
b
§
ミ
肺
ミ
帖
§
毫
≧
ミ
嬉
§
匙
ミ
塗
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
五
号

O
胃
昌
国
’
一
W
一
8
F
㊦
創
；
『
》
。
『
養
§
。
。
、
ミ
§
ミ
嬉
§
。
、
肉
器
。
。
画
§
o
Q
8
§
撃
曽
驚
。
駐
。
『
じ
o
。
竃
匙
9
§
鷺
。
。
賊
§
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
四
巻
六
号

渓
内
謙
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
ー
権
力
と
農
民
1
』
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
六
巻
三
号

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
八
年
〉

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）

　
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）

　
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）

　
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）

　
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）

　
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

　
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）

　
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

一
〇
〇
q
ト

　
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

　
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
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零
零
導
旨
ユ
凝
ρ
溶
肉
遷
ε
硫
。
竃
象
、
。
§
魯
。
。
、
『
ぎ
q
蕊
。
D
画
。
。
毫
軸
ぎ
』
ミ
帖
も
ミ
＆
Q
き
§
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
六
巻
八
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

い
①
o
奏
旨
の
畠
碧
ぢ
ρ
8
‘
目
ぎ
q
．
堕
堕
霜
●
§
亀
嚇
ぎ
、
§
ミ
象
』
3
』
蓉
ざ
。
。
画
。
。
毫
縣
ぎ
＞
㊦
ミ
、
飛
8
養
§
§
恥
毫
琴
Q
q
、
硫
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
二
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

即
。
富
旨
ρ
目
暮
ぎ
き
『
ぎ
恥
ミ
§
㌧
§
§
鼠
ミ
画
蕊
●
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
七
巻
一
〇
号
　
　
　
　
　
　
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

日
一
窪
ギ
。
箸
霞
寓
一
。
ざ
。
且
。
N
一
恥
s
§
、
。
§
帖
ミ
h
き
ぎ
。
N
。
。
％
『
ぎ
q
§
§
§
蓑
鵠
ミ
§
卜
良
ミ
肺
㌧
虜
§
§
画
§
魯
§
§
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
一
巻
四
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

国
o
富
詳
O
o
呂
5
3
8
‘
鷺
ぎ
恥
ミ
§
㌧
§
§
匙
恥
鴇
欝
蓉
。
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
二
巻
四
号
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

d
＜
。
N
一
目
g
霞
目
導
噸
硫
ミ
§
、
ミ
巷
恥
9
画
ミ
。
。
§
㌧
§
ミ
s
ミ
画
o
§
＆
寒
N
＆
§
。
。
℃
這
ま
1
這
籍
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
二
巻
一
二
号
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

≦
や
客
霞
■
ε
き
畦
一
『
ぎ
』
ミ
恥
o
～
躰
ぎ
肉
ミ
。
N
§
画
§
1
、
§
ミ
箕
9
ミ
画
§
毫
り
8
§
頃
婁
。
這
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
四
巻
九
号
　
　
　
　
　
　
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）

田
中
荊
三
『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
一
二
号
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）

　
　
そ
の
他

ス
ク
ー
リ
ソ
グ
に
つ
い
て
（
座
談
会
）

地
域
研
究
に
つ
い
て
（
座
談
会
）

鐘
が
鳴
る
（
随
想
）

ソ
ビ
エ
ト
の
人
と
社
会
（
座
談
会
）

新
政
権
下
の
ソ
連
（
座
談
会
V

日
ソ
外
交
－
今
後
の
展
望
（
座
談
会
）

三
色
旗
三
三
九
号

三
色
旗
三
七
一
号

三
色
旗
三
八
六
号

三
色
旗
三
八
七
号

三
田
評
論
八
四
七
号

三
田
評
論
八
六
九
号

（
作
成

　
　
　
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）

　
　
　
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

　
　
　
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）

　
　
　
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）

　
　
　
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

　
　
　
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

上
野
俊
彦
・
加
藤
大
仁
・
安
田
利
枝
）
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